
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

成
功
裡
に
終
わ
っ
た
東
京
大
会 

都
連
会
長 

眞
壁 

博
美 

 

 

１０
月
７
日
～
８
日
に
開
催
さ
れ
た
「
２

０
２
１
み
ん
な
ね
っ
と
東
京
大
会
」
は
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

当
初
、
早
稲
田
大
学
で
開
催
す
る
た
め

の
企
画
・
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
収
束
の
見
通
し
の
立
た
な
い
中
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
方
式
」
で
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
、
わ
ず
か
７
ヶ
月
の
間
に
計

画
変
更
を
し
、
準
備
し
て
き
ま
し
た
。 

「
オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
」
な
ど
、
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
私
達
で
し
た
が
、「
シ
ュ
ロ
の

会
」（
国
立
市
家
族
会
）
の
方
々
か
ら
多
大

な
ご
協
力
を
得
て
、
何
と
か
形
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

大
会
参
加
申
込
者
は
、
７
０
０
名
を
超

え
、
そ
の
う
ち
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
は
４
０

０
名
ほ
ど
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
に
比
べ
れ

ば
少
な
い
数
字
で
す
が
、
１
週
間
前
ま
で

緊
急
事
態
宣
言
下
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
こ
れ
だ
け
の
方
達
が
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

★
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
す 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
で
、
日

本
中
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
人
た
ち
と
も

つ
な
が
れ
る
こ
と
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
在
住
の
川
嶋
の
り
子
さ
ん
（
元
東
海
テ

レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
が
総
合
司
会
を
さ

れ
た
こ
と
で
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
と
思

い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
、
ご
来
賓
を
お
呼
び
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
東
京
都
知
事
か
ら
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
都
議
会
議
員
か
ら
も
多
く

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

大
会
の
内
容
と
し
て
は
、
全
体
会
・
分

科
会
と
も
大
変
充
実
し
て
い
た
と
の
感
想

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
大
会
記
念
歌
と
し
て
、
東
京
つ

く
し
会
で
作
っ
た
「
つ
く
し
ん
ぼ
」
の
歌

を
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
「
草
む
ら
音
楽
隊
」

の
皆
様
に
歌
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
も
、

画
期
的
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

大
会
の
２
日
間
、
理
事
以
外
に
家
族
会

か
ら
１９
名
の
家
族
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
派

遣
さ
れ
、
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
駅
か
ら
の
会
場
案
内
に
は
、
日
本

福
祉
教
育
専
門
学
校
の
学
生
さ
ん
達
の
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

本
大
会
に
対
し
て
後
援
を
い
た
だ
い
た

団
体
は
、
７２
団
体
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
大
会
を
財
政
的
に
支
え
て
い

た
だ
く
た
め
に
寄
付
や
広
告
の
御
願
い
を

し
た
と
こ
ろ
、
１５
団
体
か
ら
広
告
を
、
３６

団
体
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
大
会
で
、
パ

ソ
コ
ン
が
苦
手
な
方
達
の
た
め
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
視
聴
会
場
を
設
け
て
く
だ
さ
っ
た

と
こ
ろ
が
１４
ヵ
所
（
１３
県
）
で
し
た
。 

こ
れ
ら
の
県
連
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
通

せ
な
い
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
や
る
こ

と
が
何
年
か
続
く
と
し
た
ら
、
視
聴
会
場

を
も
っ
と
増
や
す
努
力
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
大
会
は
、
参
加
申
込
受
付
か
ら 

参
加
券
や
大
会
誌
の
事
前
発
送
ま
で
、
事

務
局
と
理
事
の
作
業
で
行
い
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
受
付
で
混
雑
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
資
料
を
事
前
配
布
し
た

た
め
、
当
日
受
付
が
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。 

 

大
会
に
ご
協
力
頂
い
た
す
べ
て
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

★
大
会
報
告
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
い
て 

 

今
回
は
、
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

方
式
で
、
地
方
の
方
々
は
、
分
科
会
に
参

加
し
に
く
い
状
況
が
あ
っ
た
た
め
、
大
会

記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
り
、
参
加
費
３
千
円
コ

ー
ス
（
当
事
者
は
千
円
）
の
方
に
は
、
事

後
に
配
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

見
通
し
と
し
て
は
、
１１
月
末
頃
に
出
来
上

が
り
、
１２
月
に
順
次
配
送
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
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２
０
２
１
み
ん
な
ね
っ
と
東
京
大
会
全
体
会
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事 

松
沢 

勝 

  
初
日
の
１０
月
７
日
（
木
）
全
体
会
が
、
調
布
市
文

化
会
館
た
づ
く
り
（
く
す
の
き
ホ
ー
ル
）
で
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
さ
れ
、
会
場
参
加
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、

東
京
つ
く
し
会
加
盟
家
族
会
会
員
な
ど
東
京
都
在

住
の
方
の
み
の
参
加
と
な
っ
た
。 

 

午
前
１０
時
、
開
場
は
、
会
場
司
会
者
本
田
副
会
長

の
合
図
で
オ
ン
ラ
イ
ン
接
続
が
始
ま
り
、
全
国
都
道

府
県
連
及
び
総
合
司
会
者
川
嶋
の
り
子
さ
ん
（
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
在
・
元
東
海
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
）
と
つ
な
が
っ
た
。 

 

全
体
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
は
次
の
通
り
。 

･

１１
時 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
＝
み

ん
な
ね
っ
と
東
京
大
会
記
念
歌
発
表
（
多
摩
草
む
ら

の
会
） 

･

１１
時
４０
分 

 

開
会
式 

開
会
挨
拶
＝
眞
壁
会
長
、
祝
辞
＝
小
池

都
知
事
（
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
他 

･

１２
時
５５
分 

 

基
調
講
演
「
当
事
者
・
家
族
が
生
き
い
き
と
地
域

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
～
医
療
・
福
祉
の
連
携
～ 

 

講
師 

白
石
弘
巳 

氏
（
な
で
し
こ
メ
ン
タ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
東
洋
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
精
神

保
健
福
祉
学
会
副
会
長
） 

･

１４
時
２５
分 

み
ん
な
ね
っ
と
活
動
報
告
＝
み
ん

な
ね
っ
と
理
事
長 

岡
田
久
実
子 

･

１５
時
０５
分 

 

 

特
別
講
演
「
首
都
東
京
の
精
神
医
療
を
考
え
る
～

都
立
松
沢
病
院
の
取
組
～
」 

講
師 

都
立
松
沢
病
院
名
誉
院
長 

齋
藤
正
彦 

氏 

･

１６
時
３５
分 

閉
会
式
＆
次
回
開
催
紹
介
（
広
島
県

連
） 

  

白
石
弘
巳
氏
の
基
調
講
演
の
骨
子
は
次
の
通
り
。 

 
 

我
が
国
の
精
神
科
医
療
の
現
状
：
平
成
２９
年
の

精
神
科
医
療
機
関
を
受
診
す
る
人
は
４
１
９
．
３
万

人
（
内
入
院
患
者
数
：
３
０
．
２
万
人
、
外
来
患
者

数
３
８
９
．
１
万
人
）
。
１５
年
前
の
平
成
１４
年
比
で

１
．
７
倍
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
内
、
統
合
失
調
症

は
微
減
の
５
万
人
＝
２
０
．
３
万
人→

１
５
．
４
万

人
、
気
分
障
害
は
大
幅
増
。
入
院
患
者
の
減
少
は
や

や
小
さ
い
が
認
知
症
の
患
者
を
含
む
た
め
。
ま
た
、

高
齢
者
の
割
合
＝
５５
歳
以
上
で
８
割
を
占
め
て
い

る
。 課

題
と
し
て
①
精
神
科
病
床
が
多
い
②
私
立
病

院
が
多
い
③
少
な
い
人
員
配
置
（
い
わ
ゆ
る
精
神
科

特
例
）
④
専
門
化
の
遅
れ
⑤
地
域
ケ
ア
体
制
の
遅
れ

⑥
家
族
に
負
担
を
強
い
る
体
制
他
を
指
摘
。
国
の
、

精
神
保
健
医
療
福
祉
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
平
成 

１６
年
（
２
０
０
４
年
） 

９
月
に
、「
精
神
保
健
医
療

福
祉
の
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」（
以
下
「
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
い
う
。
）
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
改
革
ビ
ジ
ョ

ン
に
お
い
て
掲
げ
ら
れ
た
「
入
院
医
療
中
心
か
ら
地

域
生
活
中
心
へ
」
と
い
う
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
こ

れ
ま
で
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
制
定
や
、
２
０
１

３
年
の
保
護
者
制
度
廃
止
医
療
保
護
入
院
の
改
正

と
い
う
重
大
な
変
更
の
あ
と
、
２
０
１
７
年
「
精
神

障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
」（
い
わ
ゆ
る
「
に
も
包
括
」
）
が
打
ち
出
さ
れ

た
。 

 

「
に
も
包
括
」
施
策
の
要
点
は
、
退
院
支
援
は
市

町
村
が
窓
口
と
な
る
こ
と
と
、
実
行
管
理
上
「
第
六

期
障
害
者
福
祉
計
画
の
策
定
」
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

に
入
れ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。 

次
に
、
み
ん
な
ね
っ
と
の
全
国
調
査
に
よ
る
「
精
神

科
医
療
の
七
つ
の
提
言
」
を
挙
げ
ら
れ
て
統
合
失
調

症
の
理
解
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
述
べ
ら
れ
た
。 

                  

白石先生 

草むら音楽隊のアトラクション 

２ 



 

斎
藤
正
彦
氏
の
特
別
講
演
の
骨
子
は
次
の
通
り
。 

1

、
客
観
的
症
状
と
主
観
的
体
験 

：
患
者
は
客
観

的
な
症
状
把
握
が
困
難
で
あ
り
、
治
療
者
及
び
家
族

は
患
者
の
主
観
的
体
験
の
洞
察
が
で
き
な
い
。
判
ら

な
い
の
は
お
互
い
様
で
あ
る
。 

二
、
病
識
と
は
：
家
族
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
病
識

で
は
ダ
メ
。 

三
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
は
患
者
の
利
益
に
な
る
か
ど
う
か
は
教

え
て
く
れ
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
Ｖ
Ｂ
Ｍ
は
患
者
の
意

思
を
尊
重
す
る
。
ま
た
、
精
神
医
学
は
限
り
な
く
灰

色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
で
、
白
黒
を
簡
単
に

決
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
役
所
が
言
う
「
自
己
決
定

権
」
は
あ
り
得
な
い
。 

四
、
患
者
に
強
い
る
「
非
自
発
的
治
療
」
は
、
基
本

的
人
権
を
犠
牲
に
す
る
。 

五
、
厚
労
省
の
数
字
で
、
精
神
障
害
患
者
の
入
院
者

が
過
去
１５
年
で
４
万
人
減
っ
た
の
は
、
地
域
医
療
が

上
手
く
行
っ
て
い
る
と
言
う
の
は
マ
チ
ガ
イ
。 

六
、
松
沢
病
院
が
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
４
つ
＝
松
沢

病
院
は
資
源
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
①
民
間
医
療
機

関
か
ら
の
依
頼
を
断
ら
な
い
②
患
者
に
選
ら
ば
れ

る
病
院
に
な
る
＝
権
利
擁
護
は
任
せ
て
も
ら
う
③

働
き
や
す
い
職
場
＝
患
者
は
１
．
５
倍
に
な
っ
た
の

で
、
業
務
改
善
が
必
須
。
④
地
域
を
支
え
・
支
え
ら

れ
る
病
院 

七
、
行
動
制
限
最
小
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＝
隔
離
最
小

（
２４
時
間
拘
束
は
最
小
限
）
、
拘
束
最
小
、
病
棟
内

行
動
制
限
、
持
ち
物
最
小
制
限
（
刃
物
、
ロ
ー
プ
、

タ
バ
コ
他
以
外
）
、
病
棟
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
（
ス
ト

ッ
キ
ン
グ
を
穿
か
せ
な
い
他
） 

八
、
患
者
さ
ん
の
声
を
聞
く
＝
診
察
室
、
ナ
ー
ス
ス

テ
イ
シ
ョ
ン
か
ら
出
て
話
す
。
拘
束
し
た
ら
拘
束
し

た
人
の
罵
声
を
聞
く
。
ア
ン
ケ
ー
ト
自
由
記
載
欄
を

良
く
読
む
。 

           
九
、
拘
束
率
は
１８
．
９
％
（
２
０
１
２
年
）
か
ら
２
．

４
％
（
２
０
１
９
年
）
に
激
減
。
緊
急
入
院
患
者
は
、

６６
％
か
ら
２
％
へ
。
し
か
も
、
翌
日
自
ら
経
口
服
薬

を
申
し
出
る
患
者
が
８
％
か
ら
３４
％
へ
。 

十
、
在
院
日
数
の
減
：
１
２
０
・
５
日
（
２
０
０
８

年
）
か
ら
６
７
．
４
日
（
２
０
１
８
年
）
。
３
年
以

上
の
入
院
患
者
は
２
０
０
人
レ
ベ
ル
か
ら
８
０
人

台
へ
。
一
方
、
一
ヶ
月
以
内
の
再
入
院
者
は
増
え
て

い
た
（
い
わ
ゆ
る
回
転
ド
ア
入
院
）
一
方
、
任
意
入

院
の
方
々
は
２
倍
以
上
増
え
て
い
る 

十
一
、
ま
と
め
＝
患
者
に
選
ば
れ
る
病
院
を
つ
く
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
松
沢
病
院
及
び
民
間
病
院
の
意
識

が
変
わ
る
。
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
入
院
治
療
が
ト

ラ
ウ
マ
に
な
ら
な
い
｛
次
は
も
っ
と
早
く
松
沢
病
院

に
行
こ
う
｝
こ
れ
に
よ
っ
て
、
東
京
都
の
精
神
医
療

の
水
準
が
上
が
る
し
、
統
合
失
調
症
の
障
害
予
後
が

改
善
す
る
。 

十
二
、
東
京
都
の
業
務
改
善
、
地
域
連
携
施
策
は
進

ん
で
い
な
い
。
採
算
性
重
視
の
独
立
法
人
化
は
間
違

い
と
い
う
こ
と
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
明
白
に
な
っ
た
。 

十
三
、
コ
ロ
ナ
対
応
：
患
者
・
職
員
を
コ
ロ
ナ
か
ら

守
る
。
感
染
し
た
精
神
障
害
者
は
受
け
入
れ
る
。
難

し
い
の
は
、
感
染
の
可
能
性
の
あ
る
患
者
を
受
け
入

れ
る
こ
と
。
救
急
入
院
、
合
併
症
の
あ
る
患
者
。 

そ
の
結
果
は
、
２
０
２
０
年
度
入
院
患
者
２
３
８
人

→

２
０
２
１
年
１０
月
３
９
５
人
。
職
員
の
感
染
：
１

０
余
人
、
院
内
感
染
な
し
。
精
神
科
病
院
の
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
で
、
良
い
病
院
と
そ
う
で
な
い
病
院
の
患

者
及
び
家
族
の
違
い
が
は
っ
き
り
で
た
。
医
療
水
準

の
低
い
病
院
は
、
発
見
が
遅
く
、
家
族
支
援
が
な
い
。 

一
四
、
医
療
保
護
入
院
に
関
す
る
法
改
正
は
う
ま
く

い
っ
て
な
い
。
家
族
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
患
者
が

取
り
残
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
家
族
が
い
な
い
患
者
、

ケ
ア
す
る
気
の
な
い
家
族
の
同
意
で
非
自
発
的
入

院
・
治
療
を
強
い
ら
れ
る
患
者
が
出
て
く
る
。 

一
五
、
客
行
動
調
査
＝
松
沢
病
院
の
イ
メ
ー
ジ
を
変

え
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＝
（
現
状
）
松
沢
は
日
本
で

最
も
認
知
さ
れ
た
精
神
科
病
院
だ
が
官
僚
的
で
あ

る→

松
沢
病
院
に
紹
介
し
よ
う
。
行
っ
て
み
よ
う
。

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
で
、
患
者
が
集
ま
り
、
人
材
が
集

ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。→

更
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
期
待
で
き
る
。 

斎藤先生 

３ 



 

第
１
分
科
会
「
地
域
づ
く
り
～
地
域
移
行
・ 

地
域
生
活
支
援
体
制
を
考
え
る
～
」
報
告 

都
連
副
会
長 

本
田 

道
子 

 
全
国
大
会
2
日
目
は
北
区
赤
羽
会
館
で
の
4
階
大

ホ
ー
ル
で
42
名
の
参
加
者
を
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

前
夜
の
東
京
中
を
び
っ
く
り
さ
せ
た
震
度
５
強
の

地
震
は
こ
の
大
会
に
も
影
響
を
与
え
ま
し
た
。 

朝
の
交
通
機
関
が
も
ろ
に
影
響
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
分
科
会
で
も
問
題
提
起
を
お
願
い
し
て
い

た
お
一
人
が
途
中
の
駅
で
身
動
き
が
取
れ
な
い
、
タ
ク

シ
ー
も
な
か
な
か
来
な
い
、
と
い
う
状
況
に
。 

そ
ん
な
中
で
も
15
分
遅
れ
で
ス
タ
ー
ト
が
で
き
、
東

京
の
郊
外
三
鷹
市
に
あ
る
井
の
頭
病
院
で
行
わ
れ
て

い
る
退
院
支
援
の
取
り
組
み
が
原
瑞
穂
氏
に
よ
り
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。 

「
流
れ
る
雲
の
会
」
で
の
入
院
中
の
施
設
見
学
・
病
院

職
員
へ
の
地
域
移
行
へ
の
研
修
な
ど
積
極
的
な
退
院

支
援
の
様
子
が
リ
ア
ル
で
す
。 

 

も
っ
と
リ
ア
ル
だ
っ
た
の
は
千
葉
信
子
氏
に
よ
る

そ
の
井
の
頭
病
院
を
30
年
間
勤
め
た
あ
と
退
職
し
、
現

実
の
中
で
の
支
援
の
実
際
の
レ
ポ
ー
ト
で
し
た
。
そ
の

中
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
さ
の

紹
介
、
制
度
の
問
題
提
起
や
改
善
点
、
ケ
ア
付
き
住
宅

の
必
要
性
、
な
ど
な
ど
皆
さ
ん
も
真
剣
に
受
け
止
め
て

い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

同
じ
地
域
で
長
年
関
わ
っ
て
い
る
伊
澤
雄
一
氏
か

ら
は
こ
れ
か
ら
や
っ
て
来
る
「
超
超
高
齢
者
社
会
」
の

中
で
ま
す
ま
す
困
難
さ
を
増
す
で
あ
ろ
う
障
が
い
者
、

と
り
わ
け
精
神
障
が
い
者
の
支
援
を
す
る
マ
ン
パ
ワ

ー
不
足
の
こ
と
。
地
域
の
支
援
体
制
の
充
実
の
必
要
性
、

な
ど
、
ど
の
問
題
も
私
達
が
声
を
社
会
に
対
し
て
あ
げ

て
ゆ
く
こ
と
、
あ
げ
続
け
て
ゆ
く
こ
と
の
大
切
さ
を
ス

ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
説
明
。
予
定
時
刻
を
繰
り
下
げ

て
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
も
ら
い
心
を
残
し
な
が

ら
の
散
会
と
な
り
ま
し
た
。 

  

  

第
２
分
科
会
「
精
神
疾
患
か
ら
の
回
復
を 

ど
う
支
援
す
る
か
～
就
労
支
援
を
通
し
て
～
」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事 

大
山 

竹
彦 

 
 

前
夜
の
関
東
地
方
で
の
地
震
で
当
日
は
JR
等
の

電
車
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
な
ど
、
参
加
さ
る
皆
様
の
こ

と
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
１５
分
遅
れ
の
１０
時
１５
分

か
ら
開
会
し
ま
し
た
。
最
初
に
問
題
提
起
者
の
国
立

市
に
あ
る
多
摩
棕
櫚
亭
協
会
の
小
林
由
美
子
氏
か

ら
精
神
障
が
い
者
の
就
労
移
行
支
援
事
業
所
ピ
ア

ス
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
精
神
障
が
い
者
の
就
労
は
、
た
だ
働
く
事
だ
け
を

意
味
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
自
信
や
自
己
評
価
の
ア

ッ
プ
、
さ
ら
に
言
え
ば
失
わ
れ
た
尊
厳
の
回
復
が
あ

り
ま
す
。
」
と
述
べ
、
こ
れ
ま
で
に
255
名
の
方
が
就

労
し
、
そ
の
定
着
は
一
年
間
９０
％
、
数
年
後
の
確
認

で
も
４９
％
と
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
行
き
届
き
就

労
支
援
へ
の
３５
年
の
活
動
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
二
人

の
問
題
提
起
者
の
横
顔
等
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

２
番
目
の
問
題
提
起
者
は
タ
ク
ト
ホ
ー
ム
㈱
内

藤
篤
子
氏
か
ら
は
「
今
の
会
社
で
働
く
ま
で
の
経

緯
」
で
、
「
調
子
を
崩
し
て
し
ば
ら
く
休
ん
だ
り
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
時
間
を
な
か
な
か
増
や
せ
な
か

っ
た
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ
志
を
持
つ
仲
間
と

交
流
を
深
め
、
支
え
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
と
、
ピ
ア
ス

の
支
援
者
さ
ん
が
明
る
か
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
」

内
藤
さ
ん
は
心
の
中
で
『
ピ
ア
ス
の
魔
法
』
と
呼
び
、

後
輩
は
【
ピ
ア
ス
マ
ジ
ッ
ク
】
と
定
着
し
て
い
る
そ

う
で
す
、
様
々
の
思
い
を
乗
り
越
え
て
、
自
分
の
居

場
所
を
手
に
入
れ
た
と
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。 

 

３
番
目
の
問
題
提
起
者
桜
井
博
さ
ん
か
ら
は
、 

「
回
復
」
振
り
返
っ
て
み
る
と
次
の
３
つ
の
こ
と
が

浮
か
び
ま
す
。
１
番
目
が
薬
、
２
番
目
が
安
心
で
き

る
人
間
関
係
の
構
築
、
３
番
目
が
方
法
Ｗ
Ｒ
Ａ
Ｐ

（
元
気
回
復
行
動
プ
ラ
ン
）
Ｉ
Ｍ
Ｒ
（
リ
カ
バ
リ―

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
な
ど
で
病
を
科
学
的
に
捉
え
た
こ
と
。

「
人
は
何
故
精
神
を
病
む
の
か
？
」
そ
の
答
え
は
見

つ
か
ら
な
い
で
す
が
、
就
労
を
通
じ
て
の
人
間
関
係

の
な
か
で
、
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。 

 

助
言
者
の
池
淵
恵
美
氏
か
ら
は
、
二
人
の
お
話
は

参
考
に
な
り
ま
す
ね
、
「
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
入
れ
て

い
る
」
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
、
周
り
の
人
を
信
頼

出
来
、
支
援
策
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
。
と
の
こ

と
で
し
た
。
８０
名
も
の
皆
様
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

４ 



第
３
分
科
会
「
な
ぜ
子
ど
も
は
暴
力
を
ふ
る
う
の

か
？
暴
力
は
ど
う
し
た
ら
止
む
の
か
？
」
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事 

前
山 

栄
江 

 
 「

精
神
障
が
い
当
事
者
と
家
族
の
相
互
理
解
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
そ
う
か
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
題
材

に
、
蔭
山
正
子
先
生
と
、
当
事
者
と
家
族
お
二
人
ず

つ
に
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

当
事
者
の
方
か
ら
は
、
暴
力
に
つ
な
が
る
理
由
と

し
て
、 

・
幻
覚
妄
想
に
左
右
さ
れ
た
時
の
暴
発
、 

・
不
安
な
ど
、
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
モ
ヤ
モ
ヤ
、 

・
ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
甘
え
で
当
た
り
た
く
な
る
、 

・
幼
い
頃
か
ら
の
干
渉
、
親
の
支
配
へ
の
爆
発 

が
あ
り
、
暴
力
に
対
す
る
家
族
へ
の
思
い
と
し
て
、 

・
暴
発
後
は
世
間
体
よ
り
子
ど
も
の
こ
と
を
心
配
し

て
ほ
し
い
、 

・
一
時
間
位
そ
っ
と
し
て
ほ
し
い
、
そ
の
後
に
「
さ

っ
き
は
ど
う
し
た
の
。
大
丈
夫
。
」
と
声
を
か
け
て

欲
し
い
、 

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
家
族
に
と
っ
て
は
、

病
気
、
暴
力
に
対
し
て
ご
自
身
も
辛
い
中
で
、
こ
う

し
た
当
事
者
の
思
い
を
理
解
さ
れ
る
の
は
難
し
い

の
で
す
が
、
当
事
者
の
思
い
を
理
解
さ
れ
た
家
族
の

方
か
ら
は
、 

・
見
え
な
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
た
、 

・
回
復
を
焦
る
あ
ま
り
追
い
詰
め
て
い
た
、 

・
指
示
、
説
得
で
本
人
の
力
を
奪
っ
て
い
た
、 

・
子
ど
も
の
意
見
に
耳
を
傾
け
て
い
な
か
っ
た
、 

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
こ
の
家
庭
で
も
あ

り
う
る
、
こ
う
し
た
親
子
の
認
識
の
ず
れ
へ
の
解
決

策
と
し
て
は
、 

・
適
度
な
距
離
を
保
つ
お
互
い
の
環
境
づ
く
り 

・
お
互
い
に
た
め
込
ま
な
い
親
子
関
係
作
り 

・
当
事
者
の
居
場
所
が
必
要
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
活

用
は
大
切
、
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

親
も
子
も
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
居
る
こ
と

が
安
心
感
に
つ
な
が
る
の
で
、
支
援
の
仕
組
み
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
お
母
様
か
ら
「
親
も
被
害
者
で
も
あ
っ

た
が
、
加
害
者
で
も
あ
っ
た
。
」
と
心
痛
む
心
に
残

っ
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

一
度
立
ち
止
ま
っ
て
振
り
返
り
、
気
づ
き
の
大
切

さ
を
思
っ
た
講
演
で
し
た
。 

   

第
４
分
科
会
「
誰
も
が
人
生
の
主
人
公
～
子
離 

れ
の
ス
ス
メ
・
親
亡
き
後
の
準
備
～
」
報
告 

都
連
副
会
長 

轡
田 

英
夫 

 
 赤

羽
会
館
講
堂
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

最
初
に
多
摩
草
む
ら
の
会
の
、
Ｂ
型
事
業
所
「
パ

ソ
コ
ン
サ
ロ
ン
夢
像
」
の
指
導
者
で
あ
る
上
村
茂
さ

ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
生
き
が
い
を
見
つ
け
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
。
ま
た
気
軽
に
役
所
に
出
か
け
相
談
し
、

行
政
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
い

う
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
当
事
者
の
佐
野
文
宣
さ
ん
が
、
多
摩
草

む
ら
の
会
の
Ｂ
型
作
業
所
に
働
い
た
後
、
現
在
で
は

パ
ー
ト
職
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現

状
を
話
し
、
親
亡
き
後
の
諸
問
題
に
対
応
す
る
の
に
、

草
む
ら
の
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
頼
り
に
し
て
い

る
と
い
う
報
告
を
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
同
じ
く
当
事
者
の
根
間
あ
さ
子
さ
ん
が
、

長
い
間
引
き
こ
も
っ
て
い
た
が
、
安
心
し
て
引
き
こ

も
れ
た
の
で
、
逆
に
引
き
こ
も
り
か
ら
脱
出
で
き
た
。

現
在
で
は
結
婚
も
し
、
「
夢
像
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
働
い
て
い
る
。
悩
め
る
人
の
相
談
に
乗
る
た
め
に
、

精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
も
取
っ
た
。
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
方
を
見
つ
け
て
元
気
で
や
っ
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
話
を
し
ま
し
た
。 

 

以
上
の
話
を
受
け
て
、
助
言
者
で
あ
る
や
ど
か
り

の
里
理
事
長
の
増
田
一
世
さ
ん
が
、
安
心
し
て
い
ら

れ
る
場
所
を
作
り
、
一
人
一
人
が
主
人
公
の
社
会
を

目
指
す
。
お
金
よ
り
も
人
と
の
つ
な
が
り
を
残
す
の

が
親
の
役
目
で
あ
る
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
「
親
な
き
あ
と
相
談
室
」
を
主
宰
し
て

い
る
渡
部
伸
さ
ん
が
、「
親
な
き
あ
と
」
の
課
題
は
、

①
お
金
の
準
備 

②
生
活
の
場
の
確
保 

③
困
っ
た

と
き
の
支
援
の
３
つ
で
あ
る
。
「
親
な
き
あ
と
相
談

室
」
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
解
決
の

道
筋
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
話
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
根
間
さ
ん
が
、
今
私
が
こ
う
あ
る
の
は
、

分
け
隔
て
な
く
育
て
て
く
れ
た
親
に
よ
る
も
の
だ

と
い
う
発
言
に
拍
手
を
浴
び
て
終
わ
り
ま
し
た
。 

５ 



親
亡
き
後
の
精
神
障
が
い
者
の
自
立
生
活
実
現
に
向

け
た
、
親
の
準
備
と
関
連
要
因
の
解
明
に
関
す
る
調

査
へ
の
ご
協
力
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

植
松
和
光 

２
０
２
１
み
ん
な
ね
っ
と
東
京
大
会
に
お
い
て

も
分
科
会
で
「
親
亡
き
後
・
・
・
」
に
つ
い
て
多
く

の
関
心
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
今
回
の
調
査
は
、
精
神
障
が
い
者
の
子
を

持
つ
親
が
、
親
亡
き
後
の
当
事
者
の
地
域
で
の
生
活

を
見
据
え
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
て

い
る
か
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。 

 

調
査
を
行
う
方
は
、
吉
岡
京
子
氏
（
国
立
保
健
医

療
科
学
院
上
席
研
究
官
）
蔭
山
正
子
氏
（
大
阪
大
学

高
等
共
創
研
究
員
教
授
）
他
二
人
の
研
究
者
で
す
。 

 

東
京
つ
く
し
会
と
し
て
は
、
今
回
調
査
の
目
的
に

賛
同
し
、
全
面
的
に
協
力
を
す
る
こ
と
を
理
事
会
で

決
定
し
ま
し
た
。 

調
査
内
容 

１
精
神
障
が
い
が
あ
る
当
事
者
本
人
の
こ
と
に 

 

〇
年
齢
〇
主
病
名
〇
発
病
時
の
年
齢
〇
精
神
障

害
者
福
祉
手
帳
の
有
無
〇
治
療
薬
の
服
薬
状
況
〇

同
居
家
族
〇
当
事
者
の
住
ま
い
等
の
内
容
で
す
。 

２
親
・
兄
弟
自
身
の
こ
と 

 

〇
年
齢
〇
当
事
者
と
あ
な
た
の
関
係
〇
現
在
の

住
ま
い
〇
当
事
者
と
の
同
居
年
数
〇
現
在
の
就
労

状
況
〇
世
帯
収
入
〇
現
在
の
治
療
中
の
病
気
の
有

無
〇
当
事
者
と
の
生
計
〇
家
族
会
へ
の
参
加 

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。
等
の
内
容

で
す
。 

調
査
方
法 

 

１１
月
５
日
に
行
わ
れ
た
単
会
会
長
会
議
に
お
い

て
、
調
査
の
主
催
者
吉
岡
氏
か
ら
調
査
の
説
明
趣
旨

あ
り
、
出
席
さ
れ
た
家
族
会
に
は
、
調
査
用
紙
枚
数

の
希
望
票
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。 

欠
席
さ
れ
た
家
族
会
に
は
、
つ
く
し
だ
よ
り
今
月

号
に
希
望
枚
数
調
査
票
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
添
付

の
返
信
用
封
筒
に
て
ご
返
送
下
さ
い
。 

今
回
の
調
査
は
、
今
後
の
精
神
障
が
い
者
と
そ
の

家
族
（
兄
弟
）
の
国
や
都
道
府
県
、
区
市
町
村
へ
の

提
言
や
要
望
を
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
的
な
資
料

と
な
り
ま
す
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 
☆ 
賛 

助 

会 

員
（
敬
称
略
） 

☆ 

田
沢 
幸
子 

 
  

 
 
  

 

２
０
０
０
円 

伊
藤 

千
尋 

 
 
 
 
 
 

２
０
０
０
円 

  

☆ 

講 

演 

会 

の 

お 
知 

ら 

せ 

☆ 

○
１２
月
１１
日
（
土
） 

「
統
合
失
調
症
の
陰
性
症
状
と
う
つ
症
状
の
生
活

と
回
復
」 

講
師 

精
神
科
医
・
大
泉
病
院
社
会
医
療
部
長 

山
澤 

涼
子
氏 

会
場 

新
宿
区
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー  

主
催 

新
宿
フ
レ
ン
ズ 

☎03-
3
9
8
7
-
9
7
88 

  

毎
日
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
、
感
染
者

数
が
叫
ば
れ
続
け
て
い
ま
し
た
が
、

や
っ
と
私
達
の
生
活
も
、
も
と
に
も

ど
る
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
思

う
様
に
活
動
も
出
来
な
か
っ
た
家

族
会
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た

ス
ト
レ
ス
や
不
安
等
吐
き
出
す
誰

か
と
つ
な
が
っ
て
い
る
安
心
感
の

大
切
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

文
京
区
家
族
会
で
は
今
迄
と
変
わ
り

な
く
活
動
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
自
分
で

は
遠
方
で
薬
を
飲
み
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
る
息
子
に
も
会
い
た
い
！
孫
達
と
一

緒
に
墓
ま
い
り
に
、
友
人
と
旅
行 

や
お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
と
色
々
と
頭
に
よ

ぎ
り
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
で
も 

で
も
、
第
六
波
の
心
配
も
ぬ
ぐ
い
き
れ
ま 

せ
ん
ね
。 

 
 

人
混
み
は
避
け
て
引
き
続
き
気
を
つ 

け
て
行
か
な
く
て
は
安
心
出
来
ま
せ
ん
。 

 

一
日
も
早
く
収
束
を
願
う
こ
の
頃
で
す
。 

 
 
 
 

都
連
理
事 

前
山 

栄
江 

 

 

 
 

６ 


